《最初の対応が肝心》

· 盗みをする子供と母親より
　　　時は１９００年。あるところに仲のよい家族が住んでおり平穏な日々を過ごしていた。

ある日、母親は小学生の息子がお酒を飲んでいるところを見つけた。母は彼をとがめるどころか、一緒に飲んでしまった。何年かたって、次にタバコを吸っているところを見た。しかし、注意するどころかまた、母親も一緒に吸い始めてしまった。それゆえに、月日は流れ、年齢が進んで大人になったときには麻薬を吸い始めただけでなく、麻薬密売人となっていた。しかし、ある日、彼は取引しているところを警察に捕らえられ、現行犯逮捕されてしまった。彼は手を背中で縛られて刑務所へ送られた。母親はひどく心配し、食事ものどを通らないほどであった。だが、母親の祈りも虚しく裁判の結果、彼は死刑を宣告された。
死刑当日、彼は死刑執行人のところへ連れて行かれた。母親はつき従って悲しみのあまり胸を打ってたいそう嘆いていた。その様子を見て彼は母親にどうしても言っておきたいことがあるといった。彼女が近づいていくと、彼はどこから取り出したのか、いきなり果物ナイフでおもいきり母親の腹を突き刺した。母親はしばらく何が起こったのか分からずただただ呆然と立ち尽くしていたが、しばらくして、彼の親不孝を責め、「すでに犯した罪だけでは満足せず母親まで不具にした。」というと、彼は答えていった。「私が最初に酒を飲んでいるときにあなたが私をしかっていたならば、私は今のようにはなっていなかった。死刑を受けに連れていかれ、あなたを刺すということにはなっていなかったでしょう。」
その後、彼は、予定通り死刑にされた。母親はというと、命に別状はなかったためすぐに退院したのだが、あの日のことが忘れられず毎夜毎夜苦しんでいた。そしてついにこの現状に耐えられなくなり死刑当日から三ヶ月後自ら命を絶ってしまった。

　　　　＊

　　　　　この話は、最初に罰せられなかった悪い行ないは、ますます大きくひどくなる、ということを私たちに教えている。　
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　　　　　　　　　　　　≪おわり≫
· 踏みつけられるヘビより

　　とある中学校で、幼いころからたびたびいじめられ続けている生徒がいた。彼は、なぜ自分がいじめられているのか理由がさっぱりわからなかった。いじめは、最初仲の良い友達が自分と話しづらそうになったことから始まった。次第に彼が誰に話しかけても全員が無視をするようになった。また、自分の持ち物、ノートやペンケースがたびたび紛失するようになり、他にも、机には「死ね！！！！！！！！！！」、「消えて無くなれ！！！！！！！！！！」黒板には「○○キモイ！！！！！！！！！！」、「○○ウザイ！！！！！！！！！！」など、落書きが書かれた。下駄箱にあるはずのシューズがなくなって、見つけたときにはぼろぼろになっていた。
ある日、久しぶりに、友達が話しかけてきた。彼は、最近ずっと友達が話しかけてくれなかったのでとてもうれしく思っていた。友達は、「実は最近、親が白血病で入院して家計が苦しいんだ・・・・・・。だけど、親だって体のことで苦しんでいるのに、俺のことを毎日心配している親を見るとさぁ・・・、小遣いくれなんて言えなくて・・・。おれの気持ちわかるだろ！？おれが頼れるのは、お前だけなんだ。おれにはお前しかいないんだ！おれを助けると思って、１万円・・・、いや５千円でもいい！！おれを助けてくれ！！」と言った。彼は、お金が絡んでいるので少し悩んだが、自分が頼られている、自分が力になってあげようと思い、心よく５千円貸すことにした。数日後、そっと友達の机に入れた。彼は、いいことをした気がしてすがすがしい気持ちになった。その３日後の放課後、また友達に話しかけられた。「この前は、ありがとう！！！ほんと助かったよ。それでさぁ・・・、お前のおかげでおれは助かったけど、おれには幼い兄弟姉妹が５人いて、その子たちを養うお金がそこをつきそうなんだ。おさないこどもに貧乏とか、お金がないとかっていう現状を突きつけるのは酷だし、そんな思いさせたくないんだ！おれも誰にも分からないようにしてバイトをしているんだけど、日払いじゃないから今月あと１０日もあるのにどうすればいいのか・・・。だから、またお前に頼っておれ自分が本当に情けないけど、前にもいったろ？おれお前しか信用できなくて・・・。」彼は、友達が言うのがつらいのだと重い、自分から切り出した。「もう言わなくていいよ。お前の気持ちは十分伝わった。おれが力になろう。で、いくらだ？」友達は、にやりと笑ったのが彼にわからないようにうつむきながら言った。「５万円・・・。」彼は、大きい金額に正直驚いた。彼は友達を見た。友達はうつむいたままだった。こいつも苦しいんだ・・・。幼い兄弟のためにがんばっているんだ。よし、おれがどうにかしようと決心した。彼は言った、「おれがどうにかして５万円集める！だから心配するな！！」すると、友達は答えた。「本当か！！ありがとう。本当にありがとう！！！」そう言って友達は帰っていった。彼は、集めるとは言ったものの、実際貯金は、ちょうど３万円しか残ってなかった。それでも正直に言おう。３万円だけでも持っていって友達を助けようと思った。次の日、彼は、３万円を友達の机の中にそっと入れた。帰り道、友達に声をかけられた。「ありがとな！で、残りの２万円は？」彼は説明をした。すると友達は言った。「おれたち友達じゃなかったんだな・・・」彼は驚いた。友達は続けた。「だってどうにかして集めるって言ったじゃないか！！俺はお前を信用していたんだぞ！裏切られた気持ちだよ・・・お前は嘘つきだ！！！」彼はあわてていった、「ごめん。でも、どうすればいいんだい・？」友達は言った。「いくらでもあるさ、例えば分からないように、親の財布から・・・。」彼は言った、「そんなことできないよ！！」友達は「じゃあ、お前とは絶交だ。」と言った。彼は、それは困るので答えた。「分かった。明日必ず。」友達は、その言葉を聞くと帰って行った。帰宅すると、母親は長電話をしていた。その隙をみはからって、財布から５千円抜き取った。一度にすると怪しまれるので、４回に分けた。次の日やっと友達に、渡すことが出来て、彼はほっとした。このようなことが何回も続いた。彼はだんだんおかしいと思い始め、友達にもうやめたいといった。すると、友達は、言った。「ひどいや、まだ親の病態はよくならないし、お前なんか絶交だ！！！」と言った。彼は、こんな生活に耐え切れなくなって、どうしていいのか分からなくなった。そして、これはいじめだと気付いた。

とうとう耐え切れなくなり学級担任の先生に自分がいじめられていることを訴えに行った。先生は、生徒に言った。「もし君が最初に勇気を出して君をいじめた人に何か言っていたら、後の生徒は君をいじめたりはしなかっただろう。」

　　　＊　
　　　　この話は、攻撃してきた最初の者に敢然と向き合うものは、ほかのものに一目おかれる存在になるということを教えている。



